
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

▽
健
康 

・
国
民
健
康
保
険
医
療
費
は
県
内
で
三

位
と
高
額 

▽
都
市
基
盤
整
備 

・
柏
崎
駅
前
が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
。

ほ
か 

 

■ 

地
域
か
ら
の
テ
ー
マ 

▽
「
防
災
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に

つ
い
て 

新
潟
県
は
防
災
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、
柏
崎
市
に
お

け
る
考
え
方
・
具
体
的
な
取
り
組
み
、

ま
た
北
条
地
区
の
取
り
組
み
に
行
政
支

援
は
ど
こ
ま
で
可
能
か
。 

▽
市
の
回
答 

防
災
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う 

概
念
の
も
と
で
、
日
頃
か
ら
お
互
い
の

関
係
・
絆
を
作
り
上
げ
て
お
く
こ
と
が

受
皿
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
問
題
意
識

を
も
っ
て
県
の
方
は
旗
を
振
っ
て
進
め

て
き
た
。
北
条
地
区
で
は
地
域
間
交
流

を
進
め
、
そ
の
費
用
は
行
政
支
援
で
は

 
 

    
 

北
条
地
区
に
お
け
る
今
年
度
の
地
域

懇
談
会
が
、
八
月
五
日
（
金
）
午
後
七

時
、
北
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
行
政
八

名
、
北
条
地
区
民
五
十
七
名
。 

最
初
に
市
が
今
年
度
重
点
と
し
て
い

る
十
二
項
目
の
取
り
組
み
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
で
地
域
の
テ
ー
マ
に
対
し

て
市
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

■
市
の
テ
ー
マ 

▽
東
日
本
大
震
災 

被
災
者
支
援
に
全
市
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。 

・
現
在
避
難
者
：
約
一
七
〇
〇
人 

・
義
援
金
：
三
八
〇
〇
万
円 

 

▽
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
安
全
確
保 

・
抜
本
的
な
安
全
対
策
を
国
及
び
東
京

電
力
に
求
め
る 

▽
介
護 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
（
増

設
は
難
し
い
が
努
力
す
る
） 

＊
入
所
待
ち
人
数
九
五
五
人 

   

北
条
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会 

会
長 

瀬
下 

好
一 

  

今
年
度
も
「
夏
季
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
各
地
区
に
お

願
い
を
し
、
巡
回
調
査
日
時
等
を
定
め

実
施
し
ま
し
た
。 

▼
北
条
地
区 

報
告
者
（
伊
平
辰
栄
） 

 

実
施
日 

八
月
五
日
（
金
） 

 

① 

街
灯 

 

② 

公
共
施
設
等 

 

③ 

自
動
販
売
機
及
び
周
辺
地 

 

④ 

空
き
家
・
空
き
地 

 

※
す
べ
て
異
常
な
し 

▼
中
央
地
区 

報
告
者
（
品
田
勇
雄
） 

 

実
施
日 

八
月
十
日
（
水
） 

 

① 

街
灯 

二
ヶ
所
球
切
れ 

② 

公
共
施
設 

 

③ 

自
動
販
売
機
及
び
周
辺
地 

 

④ 

空
き
家
・
空
き
地 

 

※
街
灯
以
外
、
異
常
な
し 

▼
長
鳥
地
区 

報
告
者
（
室
賀
則
顕
） 

 

実
施
日 

八
月
十
九
日
（
金
） 

 

① 

街
灯 

二
カ
所
球
切
れ 

② 

公
共
施
設 

 

 

③ 

自
動
販
売
機
及
び
周
辺
地 

 

④ 

空
き
家
・
空
き
地 

 

※
街
灯
以
外
、
異
常
な
し 

 

各
町
内
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

可
能
か
と
の
こ
と
。 

県
の
事
業
で
「
心
の
絆
」
交
流
拡
大

事
業
、
補
助
金
二
分
の
一
制
度
が
あ
る

の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
も

相
談
の
中
で
検
討
し
た
い
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

■
参
加
者
か
ら
の
意
見 

・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発

生
時
に
対
し
て
、
近
隣
の
長
岡
市
・

上
越
市
へ
の
避
難
は
必
要
と
思
わ
れ

る
が 

・
今
後
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
被
災
者

と
し
て
の
想
い 

 

以
上
、
簡
単
な
報
告
で
す
が
、
詳
し

い
資
料
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
に
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 
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振 興 協 議 会
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あいざわ なな

北条ネット 
kitajo.net

北
条
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会 

会
長 

江
尻 

東
磨 

 
 
 
 

と き １０月１６日（日） 

ところ 北条コミュニティ 

 

※ 詳しい募集内容は 

別紙をご覧ください 



藤
田
均
さ
ん
の 

ふ
る
さ
と
愛
に
感
謝
！ 

 

こ
の
た
び
赤
尾
出
身
の
藤
田
均
様
か

ら
（
長
岡
在
住
）「
北
条
毛
利
い
に
し
え

ロ
ー
ド
」
と
「
長
鳥
い
に
し
え
ロ
ー
ド
」

を
自
ら
撮
影
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
に

し
た
も
の
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ
れ
ま
で
先

人
た
ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
、
文
化
、

史
跡
、
名
称
、
偉
人
等
を
ど
う
や
っ
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
か
を
課
題

に
、
い
に
し
え
ロ
ー
ド
の
創
出
、
看
板

整
備
、
マ
ッ
プ
の
製
作
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
（
両
者
の
マ
ッ
プ
は

去
る
五
月
に
全
戸
配
布
済
み
）
。 

す
で
に
藤
田
さ
ん
か
ら
は
、
二
年
前

に
「
北
条
毛
利
い
に
し
え
ロ
ー
ド
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
春
、「
長
鳥
い
に
し
え
ロ

ー
ド
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
の
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
二
つ
の
「
い

に
し
え
ロ
ー
ド
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も

の
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

北
条
の
宝
物
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し

た
。
い
つ
も
ふ
る
さ
と
を
思
っ
て
く
だ

さ
る
藤
田
さ
ん
の
お
気
持
ち
に
は
感
謝

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
ふ

る
さ
と
学
習
の
教
材
に
、
視
察
来
館
者

の
北
条
紹
介
の
一
環
に
等
々
、
多
目
的

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      
       

   
四
日
町
地
区
で
地
域
振
興
と
活
性
化

を
目
指
し
て
、
料
理
教
室
が
七
月
二
十

一
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

教
室
に
は
二
十
人
が
参
加
さ
れ
、
材

料
費
な
ど
の
費
用
は
参
加
者
全
員
で
均

等
に
負
担
し
あ
い
ま
し
た
。 

食
生
活
改
善
推
進
員
の
ご
指
導
の
も

と
イ
カ
飯
を
中
心
と
し
た
料
理
を
作

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
進
み
お

楽
し
み
の
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
女

性
だ
け
の
試
食
で
は
評
価
が
偏
る
と
い

け
な
い
と
、
男
性
も
試
食
に
参
加
し
大

変
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

料
理
教
室
は
好
評
で
、
参
加
者
か
ら

は
定
例
化
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
多

く
あ
り
、
次
回
は
大
根
を
中
心
と
し
た

メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま

し
た
。 
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診療所からのお知らせ 
【診療日】  毎週月・火曜日のみ（祝日を除く）
       午前～ 外来診療 
       午後～ 往診（午後３時まで） 

北条診療所 ２５－３２１５

－ ９月の行事予定 － 
生花教室         ２２日(木) １４：００～１５：３０

かすりの会         ２７日(火)   ９：００～１５：３０

社交ダンス  １２・２６日(月) ２０：００～２１：００

茶道教室      ８・２２日(木) １３：００～１６：３０

カサブランカ合唱団  毎週金曜日  １９：３０～２１：３０

三味線教室        毎週木曜日    ９：３０～１１：３０

習字教室          毎週水曜日 １６：００～２１：００

水彩画教室   ７・２１日(水) １３：００～１５：００

旧広田ソフトバレー   毎週火曜日 １９：３０～２１：３０

卓球クラブ        毎週水曜日  １９：３０～２１：３０

待衣舞きたじょう  毎週木曜日  １９：３０～２１：００

太極拳教室 ７・２１ 日（水）   ９：３０～１１：００

庭
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
百
日
紅
は

意
外
に
早
く
花
が
咲
き
ま
す
が
、
こ
の

百
日
紅
は
小
さ
な
一
枝
を
挿
し
木
し

て
、
二
十
五
年
で
よ
う
や
く
花
が
咲
き

ま
し
た
。 

サ
ル
ス
ベ
リ 

 
約四百年の歴史があると伝えられている「北

条十五夜祭典」が、９月１７日（土）１８日（日）

に開催され現在準備が進められております。 

 この祭典は、近年の二度の地震による被災に

も関わらず「本祭り」だけは中止することなく

毎年開催されております。宵祭りの夕方には四

日町・家近のお祭り広場で町内主催のイベント

が始まり、「侍衣夢きたじょう」のよさこいが

披露されます。夜には各町内で制作された灯籠

の奉納行事が実施され、九時すぎに打ち上げら

れる煙火が祭りを彩ります。 

 少子高齢化の波により祭りの内容が年々様

変わりしておりますが、祭りの本質は変わって

おりません。ぜひ、皆さまでお出掛け下さいま

すようご案内申しあげます。 

■お問い合わせ先 

実行委員長 寺沢 巧(TEL２５－３００８) 
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